
発達支援コラム⑳ 

  

子どもの健やかな発達や適切な教育方法の理解を深めるため、令和元年度、焼津市内に開設された

大井川中学校通級指導教室「はんの木」北澤
きたざわ

広
ひろ

恵
え

先生によるコラムを掲載しています。  
問合先 こども相談センター 

 TEL６２６-１１６５  FAX６２６‐２１８７  
■大井川中学校通級指導教室  

「はんの木」の名前の由来 

 令和元年6月の開級式での校長先生の話より

「大井川の地域から南を『榛原(はいばら)』と

言いますが、この地区は昔『榛(はん)の木』が

生い茂っていた場所です。榛原の『榛(はい)』

は『榛(はん)の木』のことです。この力強い木

にたとえて、たくましい生徒に育つよう願いを

こめて、この教室を『はんの木』と名付けまし

た。」 

 

■４つの点を心掛ける 

子どもに考えさせるというのは、「大人が決め

ない。子どもに決めさせる」ということです。そ

うは言ってもこれがなかなか難しいですよね。

「自分で決めていいよ」と言うと、よくあるパ

ターンとして「決められない」「決めようとしな

い」「自分の都合のいいように決める」「自分の

力量以上のことをするんだと決める」などなど。

それで、結局大人が「もう決めちゃうからね」と

いう展開に…。 

子どもに決めさせる時に、私が心掛けている

ことは４つあります。  

 

 

 

① 子どもが取り組めそうな事柄から 

決めさせる 

 決める練習、成功体験作りです。 

②決められない子には選択肢を作る  

 選択肢は３つ以内。それ以上は多過ぎます。 

③数字を入れ、ゴールをイメージさせる 

 「やれるだけやる」などではなく、勉強な

ら「25 ページまでやる」「５問やる」な

ど、ゴールが見えるように。 

 ただし、「30 分○○する」など時間で区

切ると、だらだら作業になりがちで時間だ

けが経過します。  

④視覚化する 

 決めたことを子どもが書き、子ども部屋、

リビング、トイレなどに貼る。 

 

■子どもに決めさせる機会をつくる 

小学校高学年からは、学習や活動内容がより

難しくなり、量も増えます。 

でも、１日に使える時間は限られています。

いかに有効に時間を使うか、使えるかが重要

で、その主体は子ども本人です。そのために

は、小さい頃から「子どもに考えさせる。決め

させる」場面を意図的に設定し、「人任せにし

ない。自分がやる」という態度を育てていきま

しょう。それが、思春期以降にとても必要とな

る「自分自身を振り返る力（態度）」と「自分

と折り合える力」につながります。 


